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平
成
元
年
三
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二
十
四
日
提
出 

質

問

第
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三
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
及
び
家
内
労
働
者
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

平
成
元
年
三
月
二
十
四
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

藤 

原 

房 

雄 

 

一 

 



 

総
務
庁
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
週
間
就
業
時
間
が
三
十
五
時
間
未
満
の
非
農
林
業
短
時
間
雇
用
者
数
は
、 

 

昭
和
五
十
五
年
に
は
全
国
で
約
三
九
〇
万
人
、
昭
和
六
十
年
に
は
約
四
七
一
万
人
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
約
五
三 

 

三
万
人
と
急
増
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
女
子
は
約
三
八
六
万
人
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
週
間
就
業
時
間
が
三
十 

 

五
時
間
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
加
え
る
と
八
〇
〇
万
人
程
度
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。 

他
方
、
総
務
庁
統
計
局
が
昭
和
六
十
三
年
二
月
に
実
施
し
た
「
労
働
力
調
査
特
別
調
査
報
告
」
に
よ
る
と
、
企
業

が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
称
し
て
い
る
者
は
約
四
四
三
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
時
間
・
日
数
・
作 

 
 

業
内
容
等
は
、
一
般
の
常
用
労
働
者
と
変
わ
ら
な
い
者
が
少
な
く
な
い
と
し
て
い
る
。 

近
年
、
産
業
構
造
の
変
化
や
、
労
働
力
の
需
要
と
供
給
双
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
就
業
形
態
と
し
て
家
庭
主
婦 

 

層
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
。 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
及
び
家
内
労
働
者
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

ま
た
、
動
力
機
械
や
有
機
溶
剤
等
を
使
用
す
る
作
業
等
の
危
険
有
害
業
務
に
従
事
す
る
者
も
相
当
数
い
る
と
み
ら 

れ
る
。 

政
府
は
、
こ
れ
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
及
び
家
内
労
働
者
の
法
定
労
働
条
件
の
確
保
等
を
図
る
た
め
諸
施
策 

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
労
働
関
係
法
令
に
抵
触
す
る
労
働
条
件
の
下
で
就
労
し
て
い
る
例
も
多 

 

く
、
諸
規
定
も
必
ず
し
も
十
分
に
励
行
さ
れ
て
い
な
い
。 

一 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
対
策
に
つ
い
て 

一
方
、
家
内
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
労
働
省
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
昭
和
六
十
二
年
現
在
、
全
国
で
約 

 

一
〇
九
万
人
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
家
庭
の
主
婦
な
ど
が
従
事
す
る
内
職
的
家
内
労
働
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。 

1 

労
働
者
の
労
働
条
件
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
九
号
）
、
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四

年
法
律
第
一
三
七
号
）
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
七
号
）
等
の
労
働
関
係
法
令
に
よ
っ 

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

2 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
社
会
的
地
位
は
極
め
て
低
く
、
労
働
条
件
を
み
て
も
、 

て
最
低
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て
も
当
然
適
用
さ
れ
る
べ 

き
も
の
で
あ
る
。 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
は
、
単
に
働
く
時
間
が
短
い
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
一
般
労
働
者
の
雇
用
と 

 

比
べ
て
身
分
的
な
区
分
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
雇
用
の
形
態
（
常
用
・
臨
時
な
ど
）
の
如
何
に
か
か 

 

わ
ら
ず
、
一
日
・
一
週
・
一
ヵ
月
の
労
働
時
間
が
当
該
事
業
場
に
お
い
て
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
一
般
労 

 

働
者
の
所
定
労
働
時
間
よ
り
短
い
時
間
で
働
く
者
」
と
し
て
定
義
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。 

② 

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
等
の
労
働
・
社
会
保
険
の
適
用
が
不
十
分
な
と
こ
ろ 

① 

労
働
契
約
締
結
時
の
労
働
条
件
が
不
明
確
で
、
労
働
基
準
法
等
に
基
づ
く
法
定
労
働
条
件
の
履
行
も
十 

分
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
定
義
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

五 

 



 

な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

従
っ
て
、
当
面
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
と
向
上
の
た
め
、
「
要
綱
」
を
雇
用
側
と 

 
 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
双
方
に
着
実
に
根
づ
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
一
層
の
各
都
道
府
県 

 

労
働
基
準
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
が
雇
用
側
に
対
し
て
行
う
監
督
指
導
を
強
化
す
べ
き
で
あ
り
、
各
都
道 

府
県
の
婦
人
少
年
室
に
お
い
て
も
啓
発
指
導
を
よ
り
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。 

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
の
処
遇
や
労
働
条
件
等
の
面
で
通
常
の
労
働
者
と
比
較
し
て
、
相
当
の
不
平
等
・
格 

 

差
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。 

③ 
一
般
の
常
用
労
働
者
と
比
べ
て
賃
金
差
別
が
あ
り
、
退
職
金
制
度
等
も
未
整
備
の
場
合
が
多
い
。 

政
府
が
昭
和
五
十
九
年
に
策
定
し
た
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
要
綱
」
に
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と

一
般
常
用
労
働
者
は
、
労
働
基
準
法
そ
の
他
の
労
働
法
令
の
適
用
上
区
別
さ
れ
な
い
と
明
示
し
て
い
る
。 

が
多
い
。 

六 

 



 

4 

高
齢
者
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
日
、
そ
の
雇
用
就
業
の
場
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
六
十 

三
年
二
月
、
総
務
庁
統
計
局
の
「
労
働
力
調
査
特
別
調
査
報
告
」
に
よ
る
と
、
男
女
合
計
で
五
五
才
～
六
〇
才

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
四
七
万
人
、
ア
ル
バ
イ
ト
一
二
万
人
。
六
五
才
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
一 

 

一
万
人
、
ア
ル
バ
イ
ト
五
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

3 
立
ち
遅
れ
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
要
綱
」
に
対

す
る
行
政
の
積
極
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
に
、
地
域
ご
と
に
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
会
議
（
仮
称
）
」
等
を
設
け
て
、
そ
の
実
態
や
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
・
雇
用
主
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
論
議
を
深
め
る
場
を
つ
く
り
、
パ
ー
ト
タ 

 
 

イ
ム
労
働
者
の
地
位
の
向
上
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
な
ど
の
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど 

う
か
。 

「
要
綱
」
の
遵
守
に
つ
い
て
政
府
の
具
体
的
な
施
策
を
伺
い
た
い
。 

七 

 



 

二 

家
内
労
働
者
対
策
に
つ
い
て 

1 

家
内
労
働
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
六
〇
号
）
で
は
、
委
託
者
は
委
託
す
る
に
当
た
っ
て
、
家
内
労
働
者

に
対
し
て
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

5 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
長
期
対
策
と
し
て
、
法
的
強
制
力
の
な
い
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
要
綱
」
か

ら
、
さ
ら
に
進
め
て
一
般
常
用
労
働
者
が
享
受
し
て
い
る
労
働
法
令
上
の
諸
権
利
を
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働 

 

者
に
も
可
能
な
限
り
平
等
な
形
で
付
与
し
、
健
全
で
対
等
な
労
使
関
係
が
確
立
で
き
る
よ
う
「
パ
ー
ト
労
働 

 

法
（
仮
称
）
」
を
法
制
化
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

高
齢
者
に
は
、
健
康
等
の
個
人
差
や
就
業
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
に
応
じ
た
雇
用
機
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て 

い
る
。
高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
、
経
験
、
能
力
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
に 

 

つ
い
て
政
府
の
考
え
を
伺
い
た
い
。 

昭
和
六
十
三
年
の
家
内
労
働
旬
間
中
に
行
っ
た
労
働
省
の
監
督
結
果
に
よ
る
と
、
家
内
労
働
法
に
違
反
し 

八 

 



 

2 

プ
レ
ス
機
械
や
有
機
溶
剤
等
を
使
用
す
る
危
険
有
害
業
種
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
の
責
任
で
安
全
衛
生
に 

関
す
る
措
置
が
十
分
に
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

て
い
る
事
項
の
う
ち
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し
て
い
な
い
も
の
が
二
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
交
付
し
て
い 

 
て
も
そ
の
記
載
内
容
が
不
備
で
あ
る
も
の
が
一
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
合
計
で
三
一
・
八
パ
ー
セ
ン 

 

ト
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

労
働
省
の
昭
和
六
十
二
年
に
行
っ
た
「
家
内
労
働
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
災
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
機

械
・
物
質
を
使
用
し
て
い
る
家
内
労
働
者
は
全
体
の
二
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
災
害
防
止 

 

の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
三
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

委
託
者
が
措
置
す
べ
き
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
は
、
委
託
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
家
内
労
働
者
を
保
護
す 

 

る
上
で
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
遵
守
励
行
を
確
保
す
る
方
策
を
検
討
し
、
併
せ
て
委
託
者
に 

 

対
す
る
啓
発
・
監
督
指
導
を
一
層
強
化
し
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

九 

 



 

3 

家
内
労
働
法
で
は
、
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
委
託
条
件
の
明 

示
・
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
措
置
等
を
規
定
し
て
い
る
ほ
か
最
低
工
賃
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
最
低
工
賃
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
毎
年
賃
金
・
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
に
も
か 

 

か
わ
ら
ず
、
そ
の
見
直
し
を
適
切
に
実
施
せ
ず
、
そ
の
多
く
は
三
年
か
ら
五
年
ご
と
に
改
正
し
て
い
る
。
そ 

 

の
た
め
、
最
低
賃
金
法
に
よ
る
最
低
賃
金
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
規
定
に
そ
ぐ 

わ
な
い
実
情
に
あ
る
。 

当
該
業
種
に
係
る
監
督
指
導
を
効
果
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
を
一
層
確
保
す
べ
き
で
あ 

る
。
そ
の
た
め
に
、
監
督
実
施
計
画
の
見
直
し
、
及
び
労
働
基
準
監
督
署
が
行
う
是
正
勧
告
書
の
交
付
後 

 
 

の
、
是
正
措
置
の
確
認
を
十
分
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
二
年
度
中
に
改
正
し
た
四
十
二
件
の
最
低
工
賃
の
平
均
改
正
間
隔 

は
三
年
四
ヵ
月
で
、
改
正
ま
で
に
五
年
以
上
の
も
の
が
三
件
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。 一

〇 

 



 

 

一
一 

最
低
工
賃
の
改
定
に
は
、
繁
雑
な
過
程
が
必
要
で
あ
り
、
現
行
の
決
定
・
改
正
の
事
務
処
理
方
法
で
は
短 

期
・
適
時
の
改
正
作
業
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
・
向
上
の
た
め
の
効
果
を 

 

発
揮
し
て
い
な
い
。 

最
低
賃
金
の
改
正
が
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
も
、
実
情
に
見
合
っ
た
最
低
工
賃
の 

決
定
・
改
正
を
速
や
か
に
実
現
す
る
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て 

 

伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


